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２学期は今日で終わりです。２０２３
年も残り９日となりました。
２学期の終業式が近付くにつれ、椎

葉村にも本格的な冬が訪れました。
終業式当日もとても寒かったです。
さて、２学期をふりかえると、たく

さんのことが思い出されます。
一番の思い出は、なんといっても、

４年ぶりに通常開催された運動会でし
ょうか？復活した競技も多々あり、皆
で盛り上がることができました。
そして、６年生は修学旅行に、村陸

上大会。
忘れてはならないのが、いもの収穫、

持久走大会、もちつき大会です。また
地域の皆様と過ごした「ほのぼのふれ
あい広場」、地域の方もたくさん参加し
ていただいた、村上三絃道「学校と地
域を結ぶコンサート」も思い出の１ペ
ージとして、心に刻まれています。
どの行事をとっても、子どもたちの

あきらめずに最後まで取り組む姿があ
り、椎葉小学校の子どもたちの素晴ら
しさを再認識させられました。
何より１番嬉しかったことは、１・

２学期の授業日数１５３日のうち、無
欠席が９１日もあったことです。
（１学期４１／７２ ５６．９%）
（２学期５０／８１ ６１．７%）)
３学期も、どこまで記録を伸ばせる

かとても楽しみです。
そんな頑張った２学期をふりかえっ

て、２年生の「椎葉㮈都祈」さんが、
終業式で作文を発表してくれました。
紹介します。

２学期をふりかえって

ぼくは、２学きにがんばったことを
話します。
１つ目は、算数のかけ算九九です。

さいしょは、おぼえることができませ
んでした。おぼえるために、読み声で
れんしゅうをしたり、休み時間に、教
科書を見ながらおぼえたりしました。
すると、れんしゅうをしたから、すら
すら言えるようになって、楽しくなり
ました。教科書を見ないでれんしゅう
をつづけたら、さいごは、ほとんど言
えるようになりました。すらすら言え
るようになってよかったです。
２つ目は、しゅうごう学しゅうのこ

来年もよろしく
お願いいたします！

とです。ぼくは、１回目は、いろいろ
な友だちと会って、話ができませんで
した。２回目のときは、自分から声を
かけて、なかよくあそんだり、話し合
えたりして、うれしかったです。算数
の三角形や四角形のべんきょうを友だ
ちといっしょにできて、よかったです。
３つ目は、かぐらのことです。はじ

めにれんしゅうしたときは、ぜんぜん
だめでした。「たかと」さんと「かお」
さんみたいに、うまくなりたいです。
そのために、たくさんれんしゅうをし
たいです。ことしは、チャッパをたた
く役だったけど、らい年は、まってみ
たいです。
そして、３学きにがんばりたいこと

は、字をていねいに書くことです。あ
わてて書くと、字がざつになってしま
います。しせいを正しくして、ゆっく
りていねいに書きたいです。
ぼくは、べんきょうもがんばる、友

だちともなかよくできる、かくらもま
える３年生になれるようにがんばりた
いです。

11月の校長室便りNo.2でもお知らせ
しました授業公開ですが、遠くは宮崎
市から、また以前椎葉小学校に勤務し
ていただいた先生も含めて、総勢６５
名が参加してくださいました。授業公
開後の満足度は、次のとおりです。

９４%の先生方が満足してくださいま
した。
椎葉小学校は「夢」「笑顔」｢元気｣い

っぱいを合言葉にしています。児童同
士の仲が良く、様々な活動でも主体的
意欲的な姿、たくましさがみられます。
また、職員室は教頭を中心に、「わい

がや」の雰囲気が醸成されていて、い
つも会話と笑いで包まれ、何事にも前
向きに取り組む、素晴らしい先生方の
集団です。
この先生方の頑張りこそが、子ども

たちの成長にもつながり、現在の椎葉
小学校の姿となっています。
２０２４年も、職員が一丸となって、

｢地域とともにある学校｣を目指します。

ICT活用推進モデル校授業公開


